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脳機能 の画像化 に よ り,随 意運動 に関連 した大脳 運動 関連領野 の活動 に関す る知見が数

多 く報告 され てい る。 しか し,そ の脳 内機構 は充分 に解 明 され ていない。本研 究では,随

意運動 の制御機構 を知 る上で基礎 とな る脳賦活領域 の左右差 ・非対称性 の問題 に注 目した。

片側 の随意運動 が,必 ず しも左右対称的 な大脳運動 関連領野の制御 を受 けていない とす る

研 究が あ り,そ の大脳賦活部位 は, さ らに利 き手 ・運動 の複雑性 ・運動 の習熟度 な どの影

響 の受 けるこ とが報告 され てい るが,研 究方法 に よつてその結果 は一定 しない。 そ こで今

回ヌ健 常成人での片4Rll手指対 立運動時 の両側感覚運動野(sensorimOtor cortex:SMC)の賦

活 の左 右差 について,機 能的 MRIを 用 いて定性 的 ・定量的検討 を行 つた。対象 は右利 き健

常成人 12名 (19-55歳 ,平 均 28.0歳 )であ る。課題 は 1秒 間 に 1回 の速度 で連続的 に母指

と他指 との順序 だ つた対立運動 を 自発的 に行 う課題 で右 手,左 手単独 に行 つた。 大脳 皮質

の賦活 は,左 右各 々SMC内 に 15の 関心領城 を と り,MRI信 号強度 (け値)と して検 出,分

析 した。右手 ・左 手運動時の両側 SMCの MRI信 号強度 (渉値)を比較 した結果 ,左 手運動

時 には対側 SMC信 号強度 の平均 が 16.82,右 手運動時の対側 SMCの 信 号強度 の平均 が

11.68で あ り,右 手運動 よ り左 手運動 の信 号強度 が有意 に高か った(P<0.05)。さらに,右

手運動時 は対側 SMCの み に賦活 がみ られた のに対 して,左 手運動時は両側 SMCに 賦活 が

み られ た。以上の脳賦活領域 の左右差 は,① 非利 き手であ る左 手運動 が,右 手 よ りも運動

学習が未熟で あること,② この傾 向は,手 指 の対立運動 とい う巧級性 の要求 され る運動 で

さらに増強 され たのではないか とい うこ と,に 起因す るのではないか と思 われ た。 また,

右利 き者 の非利 き手である左手 の運動 は,右 手 に比べ ,よ り同側性制御 が強い可能性 も考

え られ たが, さ らに詳細 な検討 を要す る。先行研 究 にみ る片側随意運動時 の大脳賦活領域

の非対称性 は,本 研 究 に よ りさらに定量的 に確認す ることがで きた。今後 ,さ らに随意運

動 の内容 が利 き手,非 利 き手 に どの よ うに影響 し, リハ ビ リテー シ ョンの技術 に どの よ う

に応用で きるのか を検討 してい きたい と考 えて1 るヽc


